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（13） 拙稿「移行期の正義における諸問題 裁き・許し・トラウマ 」『政経
論叢』，第72巻第2・3号，2004年2月参照。
（14） ツヴェタン・トドロフ（大谷尚文訳）『民主主義の内なる敵』みすず書房，
2016年，217ページ。
（15） 自らの主張に味方する者だけを人民とし，反対者には非寛容なポピュリズム
について，ミュラーは「ポピュリストはつねに反多元主義者」であるとした
（ヤンヴェルナー・ミュラー（板橋拓己訳）『ポピュリズムとは何か』岩波書
店，2017年，4ページ）。また「ポピュリストは，自分たちが，それも自分た
・・・・・・
ちだけが，人民を代表すると主張するのである」（同上，27ページ）（強調原
・・・・
文）。ポピュリストの言説は，「平等の原則と矛盾して，住民の一部分が社会か
ら排除され，公然と非難されるのである，したがって，この部分は外的な要素
として感じ取られる人々から構成されている。つまり，行政的なレベルでは，
彼らは外国人
エトランジェ
である」（前掲『民主主義の内なる敵』179180ページ）。
（16） そのほか，プロレタリア文学から戦争文学への転向やインターナショナリズ
ムから帝国主義への転向などをこの図式で論じた（拙稿「転向論」『政經論叢』
第82巻第5・6号，2014年3月，176179ページ）。
（17） 前掲「人権批判の構造」60ページ。
（18） 前掲「転向論」の187ページの図を応用した。
（19） 吉本隆明「転向論」（同『マチウ書試論・転向論』講談社（講談社学芸文庫），
1990年所収）291ページ）。
（20） 前掲「文化相対主義とデモクラシー」参照。
（21） マルクス主義理論によってすべてが説明され，革命的暴力が正当化されてい
たソ連において，1970年代にソ連国内で組織化された人権運動は，徹底した
非暴力を貫き，CSCEのヘルシンキ協定や国際人権規約などを参照し，出国問
題など具体的な人権問題を取り上げ，人権抑圧の事実を克明に調べ記録し，国
内で抗議運動を展開し国際社会に訴えた（拙稿「ソ連異論派研究序説」『明治
大学大学院紀要』政治経済学，第22巻，1985年2月参照，同「CSCEと人
権」『明治大学社会科学研究所紀要』第33巻，第2号，明治大学社会科学研究
所，1995年3月参照）。ソ連の人権運動の精神と方針が，現在最も活動的な国
際人権運動の一つであるヒューマン・ライツ・ウォッチに引き継がれたことに
ついては，同団体のホームページ参照（https://www.hrw.org/history）（最
終アクセス日 2017年10月8日）。
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